
1 AIは使用できない
NO AI

授業で指定された環境下でAIの支援を一切受けずに、自分の知識、理解、スキルだけを用いて課題を
行います。

課題のどの段階においてもAIを使用してはいけません。自身の基本的なスキルと知識を示す必要が
あります。

2 AIで構想・計画する
AI PLANNING

AIは、ブレインストーミング、アウトラインの作成、初期のリサーチといった課題における構想段階
の活動に使用することができます。このレベルでは、構想を形にするためにAIを効果的に活用するこ
とが認められますが、評価ではこれらのアイデアを自分で発展させて完成させる力を重視します。

AIを計画やアイデアづくりやリサーチに使用してもかまいませんが、最終的な提出物では、
これらをどのように発展・改善させたかを示さなければなりません。

3 AIとコラボする
AI COLLABORATION

AIは課題を完成させるための手助けになる範囲で活用してもかまいません。アイデアを生成したり、
草案を作成したり、フィードバックをもらったり、課題を改善したりすることなどに利用できます。
みなさんはAIが提案した内容を批判的に評価・修正し、自分の理解を示さなくてはいけません。

特定の課題に対してAIを使用し、テキストの草案作成や修正、自分の成果物の評価に活用しても
かまいません。ただし、AIで生成した内容については必ず批判的に評価・修正しなければなりません。

4 AIを全面活用する
FULL AI

課題の達成にAIを自由に活用することができます。みなさん自身が課題の目標を達成するためにAIに
適切な指示を出すことが求められます。このレベルの評価では、目標達成と問題解決のためにAIを
積極的に活用する能力を求めることがあります。

成果物全体を通してAIを自由に、または課題の指示に従って使用してもかまいません。あなたの批判
的思考を発揮しながら、AIを駆使して目標を達成してください。

5 AIを応用する
AI EXPLORATION

AIを創造的に活用し、問題解決、新たな洞察の創出、革新的な解決策の開発などに挑戦します。
みなさんと教員が共同で評価内容を設計し、研究分野におけるユニークなAIの応用を探求します。

AIを創造的に活用し、課題を解決するための新しいアプローチを教員と共同で設計することも
あります。
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